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①

②

Windows版を例としてRのインストールおよび各
種パッケージを一度にダウンロードするやり方や
エラーへの対処法などを記載しています。
R ver. 3.1.0とBioconductor ver. 2.14用ですが、
多少バージョンが違っていても手順は同じです。



2Apr 9 2014

インストールができているつもりでも、実際に
はできていなかったという事例が散見されま
す。パッケージ名のスペルミスもよく見受けら
れます。Macintoshのヒトもこちらを参考にし
て、いくつかのパッケージについて適切にイ
ンストールされているか確認しておきましょう。
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Rの起動
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起動直後は画面いっぱいに開くので…

黒点線で囲われた部分が「Rコンソール画面」
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2013年7月以降のリニューアル

で、コードのコピーがやりずらく
なっています。CTRLとALTキー

を押しながらコードの枠内で左ク
リックすると、全選択できます。
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R Console画面上でペースト

数時間程度かかりますので、コンピュータがス
リープ状態にならないようにしてから行いましょう
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近いところを選択し
てOKボタンを押す。
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C:¥Users¥kadota¥Documents/R/win-library/3.1
というフォルダ中にパッケージがインストールさ
れるのを許可していることに相当します。

最後のはいを押すと、延々とパッケージのダウン
ロードとインストールが始まり、東大の有線LANで
も数時間はかかります。途中で何か問い合わせ
てきたりもしますが、基本的に言われるがままに
全部のパッケージをインストールしておきましょう
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一番下の”>”のような入力
待ち状態になれば終了です



14



15



16



チェックが外れていればOKです。
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ここまでの作業で、Biostrings, ShortRead, 
TCC, BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9とな
どの各種パッケージが利用可能になってい
るはず。左記のように打ち込んでエラーが
出ていなければオッケー。
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一度、library関数を用いて読み込んだ
パッケージをもう一度読み込むと、表示さ
れる文章がなくなります。しかしこれもエ
ラーなく読み込めているので問題なしです



エラー遭遇例とその対処法1
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ときどき必要なパッケージのインストール
に失敗していて、任意のパッケージXXX
の読み込みを行うlibrary(XXX)実行後に
エラーが出てしまうことがあります。例は
TCCパッケージが要求している
「RcppArmadilloパッケージがないからダ
メ!」と文句を言われている例です。



エラー遭遇例とその対処法1
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基本的な対処法は、文句を言われたパッケージの
みインストールすることです。 RcppArmadilloパッ
ケージを個別にインストールするためのコマンドの
基本形は以下のとおりです：

source("http://www.bioconductor.org/biocLite.R")

biocLite("RcppArmadillo")

Update all/some/none? [a/s/n]:
と聞かれることもありますが基本
はnでいいです。



エラー遭遇例とその対処法
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RcppArmadilloパッケージのインストール
後に、もう一度library(TCC)とやって、エ
ラーが出なくなることを確認しています。



エラー遭遇例とその対処法2
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次のエラー遭遇例は、TCCパッケージが
要求している「XMLパッケージがないから
ダメ!」と文句を言われている例です。
重要な点は、エラーメッセージ中に「パッ
ケージ’DESeq’をロードできませんでし
た」と書いてありますが、原因はDESeqで
はなくXMLパッケージがないためであると
いうことを読み解くことです。



エラー遭遇例とその対処法2
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基本的な対処法は、文句を言われたパッケージの
みインストールすることです。 XMLパッケージを個
別にインストールするためのコマンドの基本形は以
下のとおりです：

source("http://www.bioconductor.org/biocLite.R")

biocLite("XML")

Update all/some/none? [a/s/n]:
と聞かれることもありますが基本
はnでいいです。



エラー遭遇例とその対処法2
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XMLパッケージのインストール後に、もう
一度library(TCC)とやって、エラーが出なく
なることを確認しています。



エラー遭遇例とその対処法3
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シロイヌナズナ（A. thaliana）ゲノム配列情報を含む
BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9パッケージ読み込
み時にエラーが出ている例です。対処法は以下の
通りです。

source("http://www.bioconductor.org/biocLite.R")

biocLite("BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9")

Update all/some/none? [a/s/n]:
と聞かれることもありますが基本
はnでいいです。



エラー遭遇例とその対処法3
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パッケージのインストール後に、もう一度
library(BSgenome.Athaliana.TAIR.TAIR9)
とやって、エラーが出なくなることを確認し
ています。



対処時の注意
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パッケージを個別にインストールするためのコマン
ドの基本形は以下のとおりですが、二重クォーテー
ションに注意!! 以下はXMLの左側がダメな例です
source("http://www.bioconductor.org/biocLite.R")

biocLite(“XML")
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「“C:/Program Files/R/R-3.1.0/library”に書き込み権限がない」的なエラーが
出てインストールできなかった人は、書き込み権限を取得してもう一度トライ

②

③ ④

⑤

⑥

①文句を言われたフォルダ上で右クリックでプロパティを選択
②セキュリティタブを選択
③編集をクリック
④ログインしているユーザーを選択（フルコントロールにチェックなし）
⑤フルコントロールにチェックを入れる
⑥適用をクリック①


